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研究成果の概要（和文）：東南アジア大陸部を主とする上座仏教徒社会での宗教実践を、寺院施設と出家行動に
焦点をあてて空間移動、時系列の変化にかんするデータを収集分析し、地域間比較研究を実施した。6か国の14
調査区画から寺院施設3,430、出家者の個人履歴15,241件のデータを集積し、個人の出生から出家の時空間情報
を映す「得度チャート」「移動ルート」などを開発しGISを用いて情報学的なマッピングの手法によって分析し
可視化を試みることでデータの包括的な理解と多面的な解釈をめざした。データはまだ整理途上にあるが、得度
チャートや移動の特性を地域間比較することにより、地域ごとの実践の特徴を浮き彫りにした。

研究成果の概要（英文）：The aim of this project is to shed light on the characteristics of Buddhist 
practices among Theravadins in Mainland Southeast Asia, by focusing on the locations of Buddhist 
temples/hermitages and the movements of monks between them, which constitutes the core of the 
practice of Buddhists,and to undertake a comparative study of 14 areas over six countries,employing 
field surveys and historical materials such as statistics and official gazettes.The project has 
gathered a primary source of data on 3,430 temples and 15,241 monks in total. 
An area informatic analysis of this material has been conducted applying the GIS.The study also 
attempts to visualize dynamics and meaning of the data to get a comprehensive understanding and 
pluralistic interpretation of the microscopic data obtained from the field surveys by incorporating 
document data. The massive data is still being processed, but regional peculiarities are emerging 
from the "ordination charts" and "tracking routes" of monks'movement.

研究分野：文化人類学　東南アジア仏教徒社会史
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１．研究開始当初の背景 
スリランカ大寺派系パーリ仏教を伝持する
大陸部東南アジアでは、寺院・仏塔の造営や
出家を慣行とする「生きた仏教」が営まれて
きた。現代のグローバルな社会変化のただ中
で、そうした慣行はいかに持続ないし変容し
ているのか。その解明のためには地域ごとの
のミクロな定量的研究とともに、地域や国家
を横断して比較できる実証的研究が必要で
ある。本研究は 2006 年と 07 年にタイの一地
域の定量調査を嚆矢とし、2008 年から 2010
年に対象地域をカンボジア、ラオス、中国雲
南省（西双版納と徳宏）、ミャンマーに広げ
てきた。 
 
２．研究の目的 
従来の上座仏教徒社会の研究は、冷戦体制が
終息したのちも、一国一地域での調査研究で
完結する傾向にあった。本研究は、中国雲南
省（西双版納と徳宏）をふくむ大陸部東南ア
ジア（タイ、カンボジア、ミャンマー、ラオ
ス）、さらにスリランカを加え、寺院の造営
や出家行動をはじめとする上座仏教徒社会
全域における仏教実践を俯瞰し、地域間比較
の観点からその地域差と相同性、変異と変容
のメカニズムを解明することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
仏教実践の核心をなす営みとして寺院施設
の立地・造営と出家者の行動（移動経歴）に
焦点をあてる。両者について複数の国や地域
での定量的研究は、本研究が世界初となる。
ほぼ同時期に複数の国家、地域で悉皆調査を
実施し、そのデータを GIS (Geographical 
Information System)を応用して情報学的に
分析するとともにその可視化を試みる。また、
統計や官報、法制度に関連する史資料を組み
込み、臨地調査で得たデータの包括的な理解
と多面的な解釈を試みる。施設の造営と出家
行動は、時空間軸上で相互に絡めて分析でき
るため、寺院と出家者のネットワークの形成
過程も浮き彫りにされ、実践の一端を可視化
することができる。具体的には、特定地域で
の調査経験が豊富な専門家が適切な調査区
画を決め、雨安居期に区画内の寺院を訪問し
施設の建立年や設備の構成、止住する出家者
が受戒得度した寺院、移動経歴や個人史を聴
取する。施設の GPS 測定値と出家者の過去 5
年から 10 年間に滞在した施設をマッピング
し移動理由とともに記録する。全調査区画で
同一仕様の質問票を用いて得られるデータ
を集積し、定量分析と比較を行うことで調査
区画ごとの特徴をあぶりだす。本研究では
2006 年以来の調査で得た資料を基礎データ
としつつ補足調査を実施するとともに、新た
にミャンマーとスリランカで5ヵ所の調査区
画を追加して、より精緻な比較分析を可能に
するデータを収集する。全データは情報学的
手法で統合し、その可視化を試みる。それに
よって調査対象地域全体の仏教実践の動態

の多元的な諸相を統一的に解析する。 
 
４．研究成果 
2006年以来の継続してきた調査では5か国で
計 9 カ所の調査区画で寺院施設 2,884、出家
者 10,706 人のデータを集積した。2014 年か
らの本研究では、全期間を通じて既調査区画
でのフォローアップサーベイのほか、スリラ
ンカとミャンマーで 5区画、タイで華人系大
乗仏教寺院で同様の調査を行い、寺院施設
546、出家者 4,535 人のデータが追加された
（図 1＝本項目末尾、以下同）。その結果、6
か国にまたがる14調査区画で寺院施設3,430、
出家者 15,241 人のデータを保蔵することに
なった。これらを束ねて分析するため、個人
の出生から出家行動の時空間情報を映す「得
度チャート」を拡充・更新した。このチャー
トを基礎にして以下の課題を進めた。 

 
A：寺院施設・出家行動データと各国の宗教
＝地域社会の変容との相関比較 
各調査地の寺院施設と移動遍歴を含む出家
者の行動を中心にした時空間情報を地域社
会の推移を示すデータと相関させてその経
年変化の様態をパターン化した。出生から得
度前後の時間を示す各地域の「得度チャー
ト」（図 2、3）は、地域社会の推移を約 90 年
の深度をもつ個人史と対応させて分析する
スケールとした。このチャートから移動経路
などが明らかにされた（図 4、5）。 
B： 地域と宗教の社会的ネットワークに着眼
した法制度・社会経済変化等のインパクト要
因の抽出 
さらに、寺院施設の地域を越えた繋がりや出
家者の師弟関係よりなるネットワークに焦
点をあて、出家や葬制パターン等で大きく二
分される文化圏での宗教・教育に関する法制
度の変遷、地域社会に影響を与えたと推察さ
れる政変、生業・経済変化をパラメータ化し
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て双方の関わりを解析し、得度する年代や移
動の範囲の変化、寺院施設が増加する時間経
緯を比較した（図 6）。 
C: 仏教実践からみた宗教と社会の動態と
変容のメカニズムの解明 
A、Bの分析結果を総合して、社会文化変容の
複合的な関わりで生じている各地での実践
の変容、および調査地全体を通底する動態と
変容のメカニズムの一般化を試みた。寺院施
設と出家者の個人データの計量分析とその
全体像を部分的にでも可視化することによ
り、大陸部東南アジア上座仏教徒の基本的な
実践の異同を示した。 
D: データ共有、成果の還元とアーカイブ化 
2016 年度に中間報告としてカンボジア王立
芸術大学（プノンペン）で、調査区画全域で
得たデータの公開と共有を図る国際会議を
実施し、会議での議論をふまえた英文報告書
を公刊した。最終年度で全調査区画のデータ
を通覧と検索、項目別の地域間比較を可能に
する汎用データベースの構築を目指したが、
諸事情（研究代表者、分担者の配置換、研究
協力者の長期入院）が重なり、データを統合
する情報学的なシステム構築を進展させる
ことができなかった。地域横断的なデータ解
析も頓挫したため、個別に ARCGIS での移動
経路データベースの開発、収集した史資料の
デジタル化、本科研に関わる旧稿を英訳して
アーカイブ化する活動などを進めたが、過去
のデータ集積を踏まえた最終的な総合成果
は、来年度以降に漸次公開することとなった。
本科研の成果は以下の２点に集約される。 
1: 隣接する複数の地域で同一の宗教実践を
場所（施設）と出家者の動きを、空間および
時間指標において定量的にとらえ分析する
地域間比較研究を推進した。 
2: 臨地調査で得た一次資料と統計をはじめ
とする文献資料を情報学的に統合した地域
社会と宗教実践の動態の可視化を試みた。 
これらは、集積したデータを共有化し多面
的に分析する学際的な共同研究のあり方と
直結し、宗教と社会について地域を限定した
従来の人類学的研究や地域研究でなしえな
かった成果と新たな知見をみいだすツール
モデルを示した。また、研究者が主体となる
学術界のみならず現地社会への成果還元も
ふくめ、宗教実践の変容と持続のメカニズム
と地域の動態についての総合的な地域間比
較研究にむけての試行となった。 
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